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前文 
公立病院において医師・看護師等の不足、人口減少や少子高齢化の急速な進展に

伴う医療需要の変化、医療の高度化といった経営環境の急激な変化等を背景とする厳し

い環境が続いており、持続可能な地域医療提供体制を確保していく必要がある。 

国は、持続可能な地域医療提供体制を確保するためには、限られた医師・看護師等の

医療資源を地域全体で最大限効率的に活用するという視点を最も重視し、新興感染症

等の感染拡大時の対応という視点も持って、公立病院の経営を強化していくことが重要で

あり、そのためには、地域の中で各公立病院が担うべき役割・機能を改めて見直し、明確

化・最適化した上で、病院間の連携を強化する「機能分化・連携強化」を進めていくことが

必要であることから、令和４年３月に「持続可能な地域医療提供体制を確保するための

公立病院経営強化ガイドライン」（令和 4 年 3 月 29 日付け総務省自治財政局⾧通

知）を策定した。 

半田市・常滑市では、ガイドラインに先立ち、再編・ネットワーク化、経営形態の見直しの

取組として、令和元年度に「半田市立半田病院・常滑市民病院統合会議」を立ち上げ、

令和 2 年度には「半田市と常滑市の病院経営統合に関する協定書」を締結するなど、半

田市立半田病院と常滑市民病院（以下「両病院」という。）の経営形態、地域医療構

想を踏まえた役割等について、段階的に議論を深めてきた。 

こうした議論を踏まえて、両病院の診療統合及び経営統合を実現するため、令和７年

4 月に半田市・常滑市で地方独立行政法人（非公務員型）を設立することとなった。新

たに設立する地方独立行政法人知多半島総合医療機構（以下「機構」という。）により

知多半島総合医療センター（現半田市立半田病院）、知多半島りんくう病院（現常滑

市民病院）を運営し、「知多半島医療圏の地域医療の中核を担い、半田市及び常滑市

の医療政策として求められる急性期から回復期に係る医療を提供するとともに、地域と連

携し当該地域における医療水準の向上を図り、もって住民の健康の維持及び増進に寄与

する」という目的のもと、急性期から回復期まで切れ目のない医療の提供、医療従事者の

確保・人事管理の弾力化、診療機能分担・弾力的な予算執行による効率的な病院運

営の実現に向け、この中期目標の達成に取り組むことを期待する。 

 

第１ 中期目標の期間 
令和７年４月１日から令和１２年３月３１日までの５年間とする。 

 

第２ 提供する医療サービスその他の業務の質の向上に関する事項 
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１ 提供する医療サービス 

機構は、運営する知多半島総合医療センターと知多半島りんくう病院が連携し、急

性期から回復期まで切れ目のない医療を提供し、他の医療機関との役割分担・連携

を図りながら、知多半島医療圏における中核医療施設として医療施策上必要とされ

る医療を担うこと。 

（１）救急医療 

知多半島医療圏内で唯一の救命救急センター（三次救急）を運営する機構とし

て知多半島における救命救急医療の中核を担い、高度急性期医療を中心とした急

性期医療を提供するとともに、地域における初期救急医療機関及び二次救急医療

機関としての役割を担うこと。 

（２）災害医療 

災害拠点病院を有する機構として傷病者の受入れを行い、DMAT（災害派遣医

療チーム）及び医療救護班の派遣・受入れを行うなど、南海トラフ地震の広域的災

害や中部国際空港での航空機事故等の局地的災害発生時において適切な医療を

提供すること。 

（３）周産期医療・小児医療 

地域周産期母子医療センターを有する機構として継続的に地域の周産期・小児

医療を提供し、ハイリスク分娩に対応すること。また、他の小児保健医療施設と連携す

るとともに、新生児特定集中治療室（NICU）及びその後方病床となる新生児治療

回復室（GCU）の充実を図ること。 

（４）重要疾病への対応（がん） 

地域がん診療連携拠点病院を有する機構として、予防から手術、放射線治療及

び薬物療法等を効果的に組み合わせた専門的ながん医療を担い、がん診療の地域

連携協力体制を構築すること。また、がん患者とその家族に対する相談支援及び情報

提供や緩和ケア等の充実を図ること。 

（５）重要疾病への対応（脳卒中、心筋梗塞） 

救命救急センターを中心に脳卒中や心筋梗塞等に迅速に対応し、機構として最新

かつ最良の診断と治療、内科的治療と外科的治療、リハビリテーションをより効果的に

提供すること。 

（６）重要疾病への対応（糖尿病） 

糖尿病やその合併症に対する適切な治療、人工透析を実施できる体制の整備な

ど、糖尿病の各段階に合わせた効果的かつ効率的な医療を提供すること。また再発
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予防を含めた診療体制の整備・充実を進めていくこと。 

（７）感染症医療 

特定感染症指定医療機関を有する機構として、未知の感染症のまん延を水際で

防ぐ役割を果たすこと。また新興感染症の発生時には、国・県・周辺医療機関等と連

携し、受入体制強化に努め、先導的かつ中核的な役割を果たすこと。 

（８）リハビリテーション医療 

疾病治療と急性期・回復期を通じたリハビリテーションを一体的かつ連続的に実施

することで、リハビリテーション医療の充実を図ること。また機構が運営する訪問看護ステ

ーションと連携したサービスのもと、患者が退院した後も住み慣れた地域で安心して生

活できるようサポートに取り組むこと。 

（９）高度生殖医療 

人工授精、体外受精などの高度生殖医療を積極的に推進すること。また不妊症を

治療する手術の実施と組み合わせることで、妊孕性を高める医療を提供すること。 

２ 医療の質と成⾧ 

（１）コミュニケーション 

患者やその家族のニーズを受け止め、病状や治療法等について十分な説明を行い、

コミュニケーションを大切にしながら、患者とその家族に寄り添う医療を提供すること。 

（２）安全・安心で良質な医療 

医療安全管理体制を確立し、患者の立場に立った対応を行い、安全・安心で良

質な医療を提供すること。 

（３）時代に即した医療の提供 

高度急性期医療や先進的医療の実施と高度診断・治療機器を整備することにより、

時代に即した高水準な医療を提供すること。 

（４）患者サービスの向上 

患者調査を実施し、ニーズを把握することで患者サービスの向上に努めること。 

（５）チーム医療の推進 

各職員が、診療科や職種、勤務する病院の枠を越えて連携し、良好なコミュニケー

ションの下でそれぞれの専門性を生かした高度で質の高いチーム医療を推進すること。 

３ 地域連携 

（１）地域医療構想における役割 

知多半島医療圏において高度急性期を中心とした急性期から回復期まで切れ目

のない医療を提供し、救急医療、災害医療、周産期医療、小児医療等の政策的医



6 

 

療を担うこと。 

（２）地域の医療機関への支援 

地域のかかりつけ医等との適切な役割分担の下、高度な急性期医療を担うこと。ま

た、地域の医療機関を積極的に支援することにより、地域医療支援病院として地域の

医療水準の向上に寄与すること。 

（３）地域の医療水準向上への貢献 

基幹型臨床研修病院として、臨床研修医の受入れの促進を図り、また、地域の拠

点病院として、医療系学生に対する臨床研修の場を提供し、地域における医療従事

者の育成を進めること。 

（４）地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能 

緊急時の後方支援や在宅・施設復帰までの調整期間の支援を行うとともに、患者

が退院後も継続したケアを受けられるよう、関係機関と協力して、地域包括ケアシステ

ムの構築に貢献し、併せて地域全体の在宅医療、在宅介護の質の向上を図ること。 

４ 半田市・常滑市の医療施策推進における役割 

（１）保健・医療・福祉行政との連携 

半田市・常滑市における保健・医療・福祉の各関連施策に積極的に協力すること。 

また、健康増進・予防医療の観点から、健康講座や啓発活動などを開催し、地域

の予防医療への意識を高め、健康寿命の延伸に貢献すること。 

（２）災害医療体制の充実 

半田市・常滑市の地域防災計画等に基づき、日頃から防災関係機関や他の災害

拠点病院との連携を図るとともに、災害時には、病院機能を維持し、迅速に災害医療

の提供を行うことができる体制を整備すること。 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 効率的な運営管理体制の確立 

（１）法人運営管理体制の確立 

地方独立行政法人の果たすべき役割を踏まえ、効率的かつ効果的な病院運営を

実現できる法人運営体制を確立すること。 

（２）柔軟かつ効率的な業務運営 

医師・看護師等の職員、医療機器等の資源を柔軟に配置・活用し、効率的な業

務運営に努め、良質で安全な医療を提供すること。 

（３）弾力的な予算執行 


